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A24b しし座流星群ロングエコーマップ・プロジェクト
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ここでは、流星電波観測において、流星電波エコーの継続時間が 10秒以上のエコーを Long Echo(LE) と呼ぶ
ことにする。LEとなる流星は、電離柱を形成する電子の拡散時間が長いので、上空の大気の流れなどにより電離
柱がねじれたりすることで、流星出現位置が当初の鏡面反射条件を満たしていない地域でも流星エコーを受信で
きる場合がある。2001年 10月 25日早朝に観測された継続時間の長い LEでは、受信強度公式と日本各地からの
HROデータを比較したところ、距離による受信強度減衰の割合が実際のデータと大変良く一致した。また、この
流星の検出領域は、流星出現位置から 1000km以上の範囲にわたっていた。そこで、われわれは、多数の LEの受
信強度マップから受信強度公式の有効性を検証することを目的に、LEの多いしし座流星群の時期に、しし座流星
群ロングエコーマップキャンペーンを実施した。同時に、このキャンペーンデータ－ から、全国の上空約107km2

の範囲を LE検出可能領域として、2001年しし座流星群の火球の空間・時間分布とその流量を決定する予定でも
あった。現在、AMRO-NETを通じて多数のHRO観測サイトの協力を得て、多数のしし座流星群の LE受信強度
マップを作成、受信強度公式の有効性 (強度や継続時間)などを解析している。現時点で、送受信点距離と受信強
度減衰の公式が極めて良く一致していることが分かってる。しし座流星群の流量測定については検討中である。
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